
神戸の本棚・今月オススメの一冊
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Book Review

『MAKINO ― 牧野富太郎生誕150年記念出版 ―』

（北隆館）

牧野富太郎は独学で植物学を学びました
が、収集した植物標本は約40万点、命名
した植物はおよそ1,500種にのぼり、日本
植物学の基礎を築いた人物と言っても過言
ではありません。
牧野の生誕150年を記念して出版された

この本は、高知県の新聞社が郷土の偉人
を取り上げた連載記事に加筆したもので
す。牧野の足跡を記者が実際に歩いて取
材し、牧野の生い立ちから植物研究のため
上京したいきさつや、東京大学の助手とし
て雇われるに至る紆余曲折など、興味深い
事実が明かされています。
牧野は日本全国を旅して植物を採集しま

したが、1903（明治36）年には北海道の
利尻島を訪れ、登山記を残しています。そ
の足跡をたどって利尻山を登る記者の現代
の旅とを比較すると、地図も登山道もない
100年前の牧野の旅が、どれほど困難を極

めたものかがよく
わかります。
牧野と神戸・兵

庫との縁の深さに
も驚かされます。
牧野の指導によって1933（昭和8）年に開園
した神戸市の「六甲高山植物園」は、日本で
最も古い高山植物園です。また、兵庫県の
県花「のじぎく」は、1884（明治17）年に牧
野が高知県で見出し命名したのだそうです。
牧野の死後残された植物標本の整理に関

わる人々も取材しています。50年以上を費
やし、現在ようやく終わりに近づいていま
すが、この仕事にかける熱意は牧野への尊
敬があればこそだと思われます。
牧野がその出版に情熱を傾けた『牧野日

本植物図鑑』の原画や、採集した標本など貴
重な資料の写真も掲載され、牧野をよく知
らない人にも楽しめる伝記になっています。
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くすりと健康
今
年
6
月
12
日
か
ら
薬
事
法
が
一
部
改

正
さ
れ
、
医
薬
品
の
分
類
が
少
し
変
わ
り

ま
す
。

病
院
や
処
方
せ
ん
に
よ
り
も
ら
う
薬
は
、

「
医
療
用
医
薬
品
」と
い
い
、
薬
剤
師
に
よ

る
対
面
販
売
が
法
律
で
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
21
年
か
ら
分
類
分
け
さ
れ
て
い
る
第
1

類
、
第
2
類
、
第
3
類
の
薬
局
・
薬
店
で
販

売
さ
れ
て
い
る
薬
は「
一
般
用
医
薬
品
」と
呼

ば
れ
、
す
べ
て
の「
一
般
用
医
薬
品
」は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、
電
話
や
カ
タ
ロ
グ
な
ど
で
の

販
売
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今

回「
要
指
導
医
薬
品
」と
い
う
分
類
が
新
た

に
規
定
さ
れ
、
薬
剤
師
が
対
面
で
情
報
提
供

し
て
か
ら
販
売
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定

め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
原
則
的
に
使
用
者

本
人
が
購
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
使

用
者
以
外
の
代
理
の
人
が
購
入
す
る
こ
と
は

正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
で
き
ま
せ
ん
。
こ

の「
要
指
導
医
薬
品
」は
、「
毒
薬
」、「
劇
薬
」

と
医
療
用
か
ら
一
般
用
に
移
行
し
て
間
も
な

い
医
薬
品（
ス
イ
ッ
チ
直
後
品
目
）が
指
定
さ

れ
て
お
り
、
現
在
ア
レ
グ
ラ
®
や
ア
レ
ジ
オ

ン
®
な
ど
25
品
目
が
該
当
し
ま
す
。
こ
の
う

ち
、「
ス
イ
ッ
チ
直
後
品
目
」は
承
認
か
ら
3

年
が
経
過
す
る
と
、
原
則
的
に「
要
指
導
医

薬
品
」か
ら「
一
般
用
医
薬
品
」に
分
類
が
変

更
さ
れ
る
た
め
、
ネ
ッ
ト
販
売
な
ど
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
医
薬
品
を
購
入
す
る

際
の
注
意
点
は
、
販
売
サ
イ
ト
が
信
用
で

き
る
店
舗
で
あ
る
か
と
い
う
点
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。「
一
般
用
医
薬
品
」は
す
べ
て
販
売

可
能
で
あ
り
、
第
2
類
と
第
3
類
は
、
薬

剤
師
ま
た
は
登
録
販
売
者
が
使
用
者
の
状

態
を
確
認
し
て
販
売
し
て
よ
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
第
1
類
に
関
し
て
は
、
使

用
者
の
状
態
な
ど
を
薬
剤
師
が
確
認
し
た

う
え
で
、「
用
法
・
用
量
」「
服
用
上
の
留
意

点
」「
服
用
後
に
注
意
す
べ
き
事
項
」な
ど
の

情
報
を
提
供
し
、
そ
れ
を
購
入
者
が
理
解

し
た
旨
を
メ
ー
ル
な
ど
で
や
り
取
り
を
し
て

か
ら
の
販
売
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
だ
け
に
存
在
す
る

仮
想
店
舗
は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
実
際

に
薬
局
・
薬
店
の
許
可
を
取
得
し
店
舗
と
し

て
営
業
を
し
て
い
る
薬
局
・
薬
店
し
か
ネ
ッ

ト
販
売
が
お
こ
な
え
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ

て
、
店
舗
の
写
真
、
開
設
許
可
証
の
内
容
、

情
報
提
供
・
販
売
を
担
当
す
る
た
め
に
今

現
在
勤
務
し
て
い
る
薬
剤
師
・
登
録
販
売

者
の
氏
名
な
ど
を
販
売
サ
イ
ト
に
掲
示
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
対
応
を

お
こ
な
っ
て
い
な
い
販
売
サ
イ
ト
や「
医
療

用
医
薬
品
」「
要
指
導
医
薬
品
」を
販
売
し

て
い
る
サ
イ
ト
、
使
用
期
限
の
切
れ
た
医

薬
品
を
安
く
し
て
販
売
し
て
い
る
サ
イ
ト

は
違
法
な
サ
イ
ト
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

今
回
、
医
薬
品
の
購
入
方
法
も
若
干
変

わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
ネ
ッ
ト

に
限
ら
ず
、
医
薬
品
は
正
し
く
購
入
し
ま

し
ょ
う
。

（
北
区
　薬
局
エ
ビ
ラ
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志
）

医
薬
品
の

分
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が
変
わ
り
ま
す
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